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　経
済
と
い
う
言
葉
は
、
経
世
済

民
、
つ
ま
り｢

世
を
治
め
、
民

の
苦
し
み
を
救
う
こ
と
」
か
ら
来

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
経
済
学

は
、
そ
の
た
め
の
原
理
や
方
法
を

探
求
す
る
学
問
な
の
で
す
が
、
こ

の
20
年
間
の
日
本
経
済
の
実
態
を

見
る
と
、
日
本
の
経
済
学
は
正
し

く
機
能
し
て
き
た
の
か
疑
わ
し
い

の
で
す
。

　残
念
な
こ
と
に
、
世
界
の
す
べ

て
の
国
の
な
か
で
、
こ
の
間
ま
っ

た
く
経
済
成
長
し
な
か
っ
た
国
は

日
本
だ
け
な
の
で
す
。そ
の
た
め
、

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
世
界
で
の
シ
ェ
ア

は
、１
９
９
５
年
の
約
18
％
か
ら
、

直
近
で
は
わ
ず
か
約
６
％
に
転
落

し
て
し
ま
い
、
中
国
が
こ
の
間
２

％
か
ら
15
％
に
シ
ェ
ア
を
上
げ
て

き
た
の
と
ま
っ
た
く
対
照
的
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　経
済
で
し
か
世
界
に
貢
献
で
き

な
い
わ
が
国
は
、
経
済
力
の
大
き

さ
は
、
そ
の
ま
ま
世
界
で
の
発
言

力
の
強
さ
や
、
存
在
感
な
の
で
す

が
、
そ
れ
が
わ
ず
か
20
年
で
３
分

の
１
に
ま
で
低
下
し
た
の
で
す
。

　ま
た
、
こ
の
20
年
間
、
ず
っ
と

デ
フ
レ
が
続
い
て
き
ま
し
た
か

ら
、
国
民
の
貧
困
化
も
進
行
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
間
に
家
計

の
収
入
は
年
間
１
２
０
〜
１
４
０

万
円
も
低
下
し

ま
し
た
。

　こ
の
た
め
、

家
庭
の
主
婦
が
働
き
に
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
20
年

前
に
は
、
専
業
主
婦
と
働
い
て
い

る
主
婦
の
数
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た

の
で
す
が
、
今
日
で
は
働
く
主
婦

は
１
１
０
０
万
人
を
超
え
、
専
業

主
婦
の
２
倍
近
く
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

パ
ー
ト
や
派
遣
と
い
っ
た
非
正
規

雇
用
者
と
し
て
吸
収
さ
れ
た
の
で

し
た
。

　最
近
、
ユ
ニ
セ
フ
は
児
童
の
貧

困
化
に
つ
い
て
、
日
本
に
注
意
喚

起
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
実

態
を
見
て
い
る
と
、
日
本
は
貧
困

化
途
上
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　日
本
の
経
済
学
は
、
こ
れ
に
対

し
て
有
効
な
手
段
を
提
案
し
て
き

た
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
の
経
済

成
長
策
や
デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
脱

却
策
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。

 

日
本
が
貧
困
化
途
上
国
に

10

答
、
以
下
同
じ
）、
清
掃
（
52
）、

建
物
・
施
設
等
の
保
全
・
維
持
管

理
（
19
）
な
ど
ソ
フ
ト
面
が
主
で
、

案
内
看
板
の
設
置
（
27
）、
ビ
ュ

ー
ポ
イ
ン
ト
の
整
備
（
15
）
な
ど

ハ
ー
ド
面
は
少
な
い
。

　「
地
域
活
性
化
」
分
野
で
は
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
（
70
）
が
多
い
が
、

地
域
資
源
の
調
査
（
25
）、
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
の
企
画
・
販
売（
18
）、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
会
議
・
研
修
会

等
の
開
催
・
参
加
（
16
）
な
ど
、

ル
ー
ト
の
特
色
を
生
か
し
た
収
益

事
業
も
含
め
、
積
極
的
な
取
り
組

み
が
目
立
つ
。

　「
観
光
振
興
」
で
は
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
作
成（
75
）、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
（
48
）、
Ｈ
Ｐ

作
成
・
運
営
（
28
）、
観
光
ガ
イ

ド
の
育
成
・
導
入
（
18
）
な
ど
、

Ｐ
Ｒ
活
動
は
か
な
り
熱
心
だ
。

　半
面
、
約
７
割
が
観
光
協
会
と

の
連
携
実
績
が
な
か
っ
た
。
ま

た
、
中
心
的
役
割
を
担
う
年
齢
層

の
「
60
代
以
上
」
が
平
成
28
年
度

は
８
割
を
超
え
、
主
体
的
な
活
動

人
数
も
「
10
人
ま
で
」
が
半
数
と
、

高
齢
・
少
人
数
傾
向
に
あ
り
、
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
「
頻
度
を
減

ら
す
」
と
い
う
回
答
が
15
％
あ
る

こ
と
な
ど
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。

　一
方
、
無
電
柱
化
推
進
法
、
地

方
創
生
を
進
め
る
「
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
法
」、
全
国
モ
デ

ル
「
道
の
駅
」・
重
点
「
道
の
駅
」

制
度
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で

に
外
国
人
観
光
客
４
０
０
０
万
人

達
成
、
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
形

成
計
画
な
ど
、
風
景
街
道
と
関
連

す
る
政
策
も
近
年
相
次
い
で
い
る

こ
と
が
議
題
に
上
っ
た
。

　こ
の
た
め
懇
談
会
で
は
、
市
民

レ
ベ
ル
の
活
動
だ
け
で
ハ
ー
ド
面

の
整
備
を
進
め
る
の
は
限
界
が
あ

る
、
と
行
政
の
関
与
強
化
を
求
め

る
地
域
の
声
も
多
い
こ
と
や
、「
美

し
い
国
土
景
観
の
形
成
」
な
ど
、

三
つ
の
活
動
分
野
を
有
機
的
に
つ

な
ぐ
仕
組
み
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
課
題
だ
と
し
て
、
風
景
街
道

を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、
盛

り
上
げ
て
い
く
か
を
、
早
急
に
検

討
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

　風
景
街
道
は
、
道
路
と
沿
道
や

周
辺
地
域
を
舞
台
に
、
市
町
村
、

商
工
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
地
域

ぐ
る
み
で
協
働
し
、
景
観
、
自
然
、

歴
史
、
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
や

個
性
を
生
か
し
た
、
美
し
い
国
土

景
観
を
つ
く
り
、
地
域
活
性
化
や

観
光
振
興
を
推
進
す
る
活
動
だ
。

　ア
メ
リ
カ
で
活
発
な
「
シ
ー
ニ

ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
」
を
手
本
に
、

北
海
道
の
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
で

　「日
本
風
景
街
道
」
の
活
動

の
さ
ら
な
る
活
性
化
策
を
検

討
す
る
有
識
者
懇
談
会
（
委

員
長
・
石
田
東
生
筑
波
大
学

名
誉
教
授
）
が
こ
の
ほ
ど
、

国
土
交
通
省
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
今
夏
に
打
ち
出
さ
れ
る

予
定
の
新
た
な
理
念
や
方
針

に
、
関
係
者
の
関
心
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
第
２
ス
テ
ー

ジ
へ
入
っ
て
な
お
進
化
す
る

「
道
の
駅
」と
の
連
携
強
化
も
、

大
き
な
検
討
課
題
と
さ
れ
て

い
る
。

「
日
本
風
景
街
道
」
有
識
者
懇
談
会
が
ス
タ
ー
ト

宍道湖の夕日を楽しむオープンカフェで地域
活性化に取り組む（人間文化の原風景～ご縁
をつなぐ神仏の通ひ路ルート＝島根県）

園児も菜の花の種まきに参加し、美
しい景観の形成に取り組む（渥美半
島菜の花浪漫街道ルート＝愛知県）

今
夏
に
新
た
な
理
念
や
方
針

取
り
入
れ
た
同
様
の
試
み
が
好
評

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
識
者
に
よ

る｢

日
本
風
景
街
道
戦
略
会
議｣

(

委
員
長
・
奥
田
碩
日
本
経
団
連

名
誉
会
長) 

を
国
交
省
が
設
け
、

同
会
議
が
平
成
19
年
、
国
内
で
の

制
度
化
を
提
言
。
同
年
９
月
か
ら

全
国
93
ル
ー
ト
で
活
動
を
開
始

し
、
現
在
、
１
４
１
ル
ー
ト
が
登

録
さ
れ
て
い
る
。

　同
省
が
今
回
、
改
め
て
有
識
者

懇
談
会
を
設
け
た
の
は
、
制
度
化

か
ら
10
年
間
経
っ
て
社
会
の
動
向

も
い
ろ
い
ろ
変
化
し
、
関
連
政
策

も
動
き
出
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
成
果
や
課
題
な
ど
を

検
討
し
、
今
後
の
望
ま
し
い
あ
り

方
を
探
る
の
が
目
的
だ
。

　活
動
団
体
（
風
景
街
道
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
基
づ
く
同
省
の
説
明
に
よ

る
と
、「
美
し
い
国
土
景
観
の
形

成
」
の
活
動
分
野
で
は
植
栽
・
花

植
（
活
動
実
施
57
団
体
。
複
数
回

サラブレッドロード新冠
中川太一物産館店長

　名馬ハイセイコーの馬像、優駿の塔

北海道新冠町中央町 1-20
国道 235 号　TEL.0146-45-7070

が目印。競走馬の生産が盛んで、サラブレッドに
ちなんだグッズや土産品が豊富です。町の特産で
あるピーマンを使用したソフトクリームが最近の
話題。隣接の「レ・コード館」では全国から寄贈
された約100万枚のレコードが視聴できます。

やよい
中西康介駅長

　九州屈指の清流番匠川と国道が出合

大分県佐伯市弥生上小倉 898-1
国道 10 号　 TEL.0972-46-5951

う場所に位置し、東九州自動車道佐伯ＩＣ から
は約７分。新鮮な野菜や土産物を売る物産館、温
浴施設に加え、番匠川の自然環境を再現した淡水
魚水族館「番匠おさかな館」が自慢です。遊具が
揃った公園でのんびり１日過ごしてみませんか。

びんご府中
廣本稔駅長

　特産「府中味噌」を使った「府中み

広島県府中市府川町 230-1
国道 486 号　TEL.0847-54-2300

そラーメン」や「味噌スイーツ」、農家直送の新
鮮野菜が自慢です。店内のテーブル・椅子も特産
の「府中家具」を使用し、おちつける雰囲気。Ｂ
級グルメ「府中焼き（お好み焼き）」のお店も、
ご案内いたします。お気軽にお尋ねください！

HYBRIDGE CARDHYBRIDGE CARDHYBRIDGE CARD ハイブリッジカード
　一般社団法人日本橋梁建設協会が作った橋カード
「HYBRIDGE CARD（ハイブリッジカード）」が人気を集
めている。47 都道府県からセレクトした「橋の写真カー
ド」にトランプとカルタのマルチ機能を持たせ、名称は

「HYBRID（ハイブリ
ッド）」と「BRIDGE
（ブリッジ）」を掛け
合わせた。
　トランプはジョー

カーをアイアンブリッジとした 53 枚を使い、カルタはそ
の橋の特徴・データを記載した「読み札」と写真カードの「取
り札」を使う。子供から大人の「橋マニア」まで幅広い層
の人たちに「鋼橋の魅力」をＰＲする狙いで、まさに学ん
で遊べるカードとなっている。
　同協会は今後、主催する小学生向け現場見学会、大学生
向けの出前講座、橋梁模型コンテスト等のイベントで参加
者に配布する。一定数以上まとまった希望があれば、販売
もする。詳細は下記の同協会ホームページをご覧ください。

【ハイブリッジカードの使い方】
■橋カードで学ぶ
取り札は全国 47 都道府県からセレク卜さ
れた「橋の写真カード」。読み札はその橋
の特徴・データ満載の「橋のデータカード」。

■トランプとして遊ぶ
「取り札」を全て使います。（52 枚 + ジョ
ー力一）

■カルタとして遊ぶ
「あ～わ」までの「取り札」と「読み札」
を使います。
（♡６～♡Ｋは使用しません）
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■全国植樹祭、福島県の津波被災地で

　森林や緑化に対する国民的理解を深めるため両陛下が
ご臨席して毎年開催されている「全国植樹祭」第 69 回
大会は今年 6 月 10 日、東日本大震災の津波被害を受け
復興中の、福島県南相馬市の海岸防災林を会場にして行
われる。復興に向けて力強く歩み続ける県民らの姿と、
内外から寄せられた大きな支援に感謝する気持ちを広く
発信するのが狙いだ。1 万人以上が参加し、両陛下のお
手植え、お手まきのほか、参加者代表らによる記念植樹、
平成 29 年度学校関係緑化コンクールの優秀校表彰など
がある。

■＂植木のまち

＂

の道の駅でガーデンフェス

　昨年度オープンした新潟県三条市の道の駅「庭園の
郷 保内」（TEL.0256-38-7276  http://honai-gardens.
com/）は４月 27 日から 5 月 6 日まで、周辺の保内公
園・熱帯植物園、37 造園業者の実施するオープンガー
デンと連携して「保内ガーデンフェス 2018 春」を開催
する。日本 3 大植木生産地の一つとして江戸時代から
の伝統ある保内地区の緑化産業や緑の環境を生かした観
光・交流促進が目的。多彩な花苗をそろえた同駅庭園生
活館での寄せ植え体験、花や植木の特価販売のほか、公
園などでの樹齢 250 年の五葉松や、専門家解説付きオ
ープンガーデンめぐりなどが呼び物になっている。
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　水
郷
潮
来
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
近
く
に
道
の
駅
「
い
た
こ
」
は

あ
る
。
開
設
か
ら
15
年
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
が
進
む
。
大
き
な
ガ
ラ
ス

の
四
角
錐
の
天
井
が
目
を
見
張
る
。

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
近
隣
の
婦
人

が
手
料
理
を
出
す
の
が
特
徴
だ
。

　こ
の
地
域
は
政
府
の
方
針
で
八

郎
潟
と
同
じ
く
、
干
拓
に
よ
る
大

規
模
な
水
田
開
発
が
行
わ
れ
た
。

関
東
き
っ
て
の
田
園
地
帯
で
、
早

場
米
も
有
名
だ
。

　潮
来
は
か
つ
て
、
船
に
よ
る
交

易
で
栄
え
た
地
域
で
あ
っ
た
。
東

北
地
方
か
ら
の
物
産
は
、
太
平
洋

か
ら
北
浦
を
通
っ
て
潮
来
に
集
ま

り
、
こ
こ
で
小
型
の
船
に
乗
せ
替

え
、
利
根
川
ま
で
の
運
河
を
通
り
、

そ
こ
か
ら
江
戸
に
向
か
っ
た
の
だ
。

震
災
や
火
災
等
で
古
い
建
物
は
少

な
く
な
り
、
空
き
地
の
目
立
つ
街

道
だ
が
、
所
々
に
そ
の
面
影
が
み

え
る
。

　「こ
こ
は
農
業
基
盤
も
商
業
基

盤
も
し
っ
か
り
し
た
と
こ
ろ
で
す

ね
」と
地
元
住
民
に
問
い
か
け
た
。

「
商
業
は
見
る
影
も
な
い
で
す
よ
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ

ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が
手

が
け
、
日
本
の
象
徴
富

士
山
を
モ
チ
ー
フ
に
、

歴
史
や
文
化
が
道
路
を

介
し
て
未
来
へ
と
続
い

て
い
く
こ
と
へ
の
願
い

を
こ
め
て
表
現
し
た
。

商
工
会
の
会
員
も
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
」
と
の
答
え
。

　そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
商
業

基
盤
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と

は
、
目
に
見
え
る
商
品
が
多
い
こ

と
や
商
店
が
建
ち
並
ぶ
こ
と
で
は

な
い
。

　人
を
思
い
や
る
、約
束
を
守
る
、

物
を
大
切
に
扱
う
、
そ
う
し
た
精

神
が
人
々
の
間
に
染
み
こ
ん
で
い

る
の
だ
。
こ
れ
は
昨
日
今
日
、
真

似
し
て
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

数
百
年
続
く
生
活
習
慣
が
そ
れ
を

当
た
り
前
の
こ
と
に
し
て
、
何
の

意
識
も
な
く
自
然
に
言
葉
の
端
々

に
、
あ
る
い
は
何
気
な
い
動
作
や

振
る
舞
い
に
出
て
い
る
の
だ
。

　ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
、
思
い
や

道
の
駅
「
い
た
こ
」
…
風
景
街
道
「
い
た
こ
あ
や
め
花
街
道
」

アヤメの花と株を維持するた
め、昔ながらの作業着で切り花

アヤメは 3 年ごとに植え
替え、地力回復を図る。作
業には地域住民が参加する
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オーキット株式会社

水郷の充足感を共有

次世代風力発電で地域貢献を！～熱い思いをつなぐ「風」のリレー～

小
濱
哲

き
っ
と
、
人
の
目
と
靴
を
見
て
、

そ
の
人
が
信
用
で
き
る
か
ど
う
か

瞬
時
に
判
断
す
る
特
技
を
養
っ
て

き
た
に
違
い
な
い
。

　地
域
で
は
ア
ヤ
メ
園
の
こ
と
で

悩
ん
で
い
た
。
年
間
の
維
持
経
費

が
４
０
０
０
万
円
以
上
か
か
る
と

い
う
。「
安
い
も
ん
じ
ゃ
」
と
言

い
切
る
古
老
。
人
さ
え
集
ま
っ
て

く
れ
れ
ば
、
チ
ャ
ン
ス
は
必
ず
あ

る
。そ
れ
が
た
と
え
10
年
先
で
も
、

絶
対
に
機
会
を
見
逃
さ
な
い
と
い

う
自
信
と
、
そ
の
た
め
の
行
動
力

を
感
じ
た
。

　だ
か
ら
「
目
先
の
利
益
に
惑
わ

さ
れ
る
な
。
商
売
に
は
我
慢
が
つ

き
も
の
な
の
だ
」
と
言
い
た
か
っ

た
の
だ
と
思
っ
た
。

　地
域
の
中
で
、
草
刈
り
や
清
掃

な
ど
地
道
に
活
動
を
行
っ
て
い
る

人
々
は
輝
い
て
い
る
。
観
光
に
来

る
人
の
た
め
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
の
生
活
の
場
を
良
く
し
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。

　新
し
い
地
域
の
魅
力
づ
く
り

は
、
新
し
い
も
の
を
創
造
す
る
こ

と
で
は
な
く
、
既
に
あ
る
人
々
の

活
動
に
観
光
的
な
付
加
価
値
を
見

い
だ
し
、
そ
れ
を
告
知
し
誘
導
し

て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

　地
域
の
人
々
が
自
分
の
生
活
の

中
で
快
適
性
や
利
便
性
を
高
め
よ

う
と
す
る
活
動
に
参
画
し
、
共
に

汗
を
流
す
こ
と
で
得
ら
れ
る
充
足

感
を
共
有
す
る
。
自
分
た
ち
の
郷

土
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
活

動
そ
の
も
の
が
観
光
資
源
に
も
な

る
。　潮

来
に
は
、
そ
ん
な
日
常
的
な

活
動
が
潜
在
し
て
い
る
。
道
の
駅

「
い
た
こ
」
は
、
風
景
街
道
「
い

た
こ
あ
や
め
花
街
道
」
ル
ー
ト
の

近
く
に
あ
る
。

　風
力
発
電
に
は
「
水
平
軸
型
」
と
「
垂
直
軸
型
」

が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　海
沿
い
の
道
や
山
道
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
て
、
急

に
視
界
が
開
け
た
先
に
大
き
な
風
車
が
回
っ
て
い

る
、
そ
ん
な
風
景
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
堂
々
と
立
つ
大
き
な
風
車
、
そ
れ
が
「
水
平
軸

型
」
で
す
。
風
力
発
電
と
い
え
ば
、
こ
の
風
車
を
思

い
浮
か
べ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
風
力
発
電
は
「
垂
直
軸
型
」

が
主
流
に
な
る
…
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
そ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
効
率
」
と
「
環
境
」。「
水
平
軸
型
」

は
強
い
風
が
吹
く
方
向
に
風
車
を
向
け
る
な
ど
、
立

地
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
又
、
構
造
か
ら
発
生
す
る

騒
音
が
気
に
な
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
住
宅
地
等

へ
の
設
置
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
れ
に
対
し
「
垂
直
軸
型
」
は
微
風
で
も
発
電
が

可
能
で
、
建
築
物
の
屋
上
等
で
も
条
件
が
合
え
ば
後

か
ら
設
置
が
可
能
で
す
。
構
造
的
に
も
低

騒
音
で
、
住
宅
街
や
公
共
施
設
に
も
設
置

で
き
る
た
め
、
ま
さ
に
日
々
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
う
次
世
代
の
発
電
シ
ス
テ
ム
と
い

え
ま
す
。

　オ
ー
キ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、
こ
の
「
垂

直
軸
型
」の
研
究
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

彼
は
15
年
前
に
恩
師
と
二
人
で
、
不
可
能

と
い
わ
れ
た「
20
ｋ
ｗ
垂
直
軸
型
発
電
機
」

の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
を

経
て
、
恩
師
が
亡
く
な
っ
た
後
も
、
た
っ

た
一
人
で
そ
の
遺
志
を
継
ぎ
、
今
や
っ
と

製
品
化
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。

　私
達
オ
ー
キ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、
恩
師

か
ら
彼
に
渡
さ
れ
た
「
風
」
の
バ
ト
ン
を

受
取
り
、
世
界
に
つ
な
ぎ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
長
年
の
研
究
開
発
を
世
に
羽

ば
た
か
せ
、
社
会
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
、
今
度
は
私
達
が
頑
張
る
番
で
す
。

元
名
桜
大
学
大
学
院
教
授

り
は
、
言
葉
自
体
が
大
安
売
り
の

よ
う
に
氾
濫
し
、
意
味
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
。
商
人
だ
か
ら
こ
そ
気

づ
く
人
へ
の
思
い
や
り
や
目
配

り
。「
あ
れ
を
く
だ
さ
い
」
と
人

が
求
め
る
言
葉
を
発
す
る
前
に
、

魔
法
の
よ
う
に
現
れ
る
「
も
の
」。

そ
れ
が
水
で
あ
っ
た
り
団
扇
で
あ

っ
た
り
す
る
。

　日
本
は
ユ
ダ
ヤ
や
ベ
ニ
ス
、
ア

ラ
ブ
や
イ
ン
ド
の
商
人
と
は
違

い
、
厳
格
な
商
業
主
義
に
加
え
て

義
理
人
情
が
入
る
。
何
で
も
紙
と

サ
イ
ン
で
し
か
信
用
し
な
い
（
で

き
な
い
）
世
界
で
は
な
く
、
基
本

的
に
性
善
説
だ
。
こ
こ
の
商
人
は

通潤橋
井手智行駅長

　日本最大級の石造アーチ水路橋で、

熊本県山都町下市 184-1
国道 218 号 /445 号　TEL.0967-72-4844

国指定重要文化財「通潤橋」の目の前にある道の
駅。土日祝日等には計画放水が見られます。物産
館では、地元の野菜、椎茸や筍の乾物、特産品の
矢部茶やゆず加工品等が販売されています。また、
矢部茶を使ったソフトクリームもおすすめです。

忠類
小竹淳店長

　十勝ブランドの小麦を使用した「プ

北海道幕別町忠類白銀町 384-12
国道 236 号　TEL.01558-8-3236

レミアム食パン」や地元特産のゆり根を使った「ゆ
り根入りあんぱん」は、売り切れ必至の人気商品
です。ゆり根のシュークリームやコロッケ、どろ
豚のメンチカツやハンバーガーなどもございま
す。南十勝の観光情報も発信しています。

燕三条地場産センター
藤澤浩一駅長

　伊勢神宮の遷宮に欠かせない「和釘」

新潟県三条市須頃 1-17
市道燕三条停車場線　TEL.0256-32-2311

を今でも唯一生産している「ものづくりのまち・
燕三条」のほぼ中央に位置する駅です。レスト
ランでお食事のお客様はお好みのカトラリーを選
べ、物産館でも匠の技が創り上げた洋食器や刃物
など1万点を超える品揃えを誇っています。




